に 奥へ お通し 申せ」 

「へへ え、 さようで ございま すかな。 …… あのお 逢い 

遊ばす ので？」 取り次ぎの 者 は 不審そう に 訊く。 

「おお、 お 目に かかる とも」 

おやじ 

「そこでお 伺い 申します が、 宇治の 牛 丸と 申す 爺、 本 

性 は 何者で， > J ざり ましょう や？」 

「妖怪変化 では あるまい し、 本性な どと は 無礼で あろ 

うま か いきび ひこ 

ぅぞ。 宇治の 牛 丸と 申す の は 馬 飼 吉備彦 の 変名 じ やわ 

い」 

「う へ え！」 

と 取り次ぎの 山吹 丸 は それ を 聞く と 大仰に 眼 を 丸く 



うとしても 滅多に 出来る もので はない。 武士 は 武士、 

けじめ 

公卿 は 公卿、 ちゃ ァんと 差別が あった 害 だ。 それ をい 

ちいち 使い分けて 原稿紙の 上 へ 現わそう とする に は、 

一年 や 二 年の 研究で は 出来ぬ。 よし また それが 出来る 

にしても、 そうそう 永く 研究して いたで は 飯の 食い 上 

げ になろう という もの。 

まろ 

「ところで わざわざ 遠 い 宇治から 麿 を 訪ねて 参ら れた。 

火急の 用の あって かな」 

信輔は 不思議 そうに 訊いた ものである。 

「火急と 申す では ござり ませぬ が、 是非とも ご 前の 彩 

管 を 煩わした き 事 > ざり まして 参上 致しまして ござり 



ます」 

…… 吉備彦 は _ 恭 しく 云う のであった。 

不思議な 願い 

「はは あそれ では 絵の ご用 か」 

「仰せ の 通りに) J ざり ます」 

「よろし ゆう ござる。 何んでも 描きましょう」 

しょういん うじの ちょうじゃ たのみ 

信輔 すぐに 承引した。 氏 長者の 依頼で あろうと 

ポンポン 断る 信輔 が、 こう 早速に 引き受け たの はハ テ 



「そこでい つ 頃 出来ましょう か？」 

「 一 人 を 仕上げる に 一 月 はかかろう？」 

「では 六 力 月 後に 参ります」 

「六 人 描く の だから 六 力 月 後 だな」 

「何分お 願い 申し上げます。 その 間に 私め も 家財の 方 

つもり 

を 処分 致す 意 に ござります」 

馬 飼 吉備彦 は 帰って 行った。 

せ さ ち り 

(かくて 月日に 関守な く 五月 あまり 一 月の 日 は あわた 

だしく も 過ぎに けらし) と 昔の 文章なら 書く ところで 

ある …… 吉備彦 は 宇治から 京 へ 出た。 

「おお 吉備彦 か、 よく 参った。 約束 通り 描いて おいた 



であった。 綽名 を 牛 丸と いう だけあって 彼の 職業 は 牛 

うまかい 

飼いであった。 姓 を 馬 飼と 云いながら 牛 を 飼う とはコ 

レ いかに？ と、 皮肉な 読者 は 突っ込む かも 知れない 

が、 事実 彼の 商売 は 卑しい 卑しい 牛飼いであった。 無 

論 傍ら 金貸し もした。 

そういう 卑しい 賤民 の - J とが 貴族 歴史 へ 載る 害が あ 

) ) ^ o 

ろう 力 

さて、 吉備彦 は 家へ 帰る と 六 人の子 供 を 呼び集めた。 

あがた あかえ つき まる さば こじろう さよ 

県、 赤 魚、 月 丸、 鯖、 小 次郎、 お 小夜の 六 人で ある。 

お 小夜 だけが 女で ある。 

「ここに 六 歌仙の 絵巻が ある。 お前 達 六 人に これ をく 



「よかろう」 

と 云った の は 五男の 小次郎 で、 

I 妾 は 女の ことです から 小 野 小町が 欲し ゆう ござん 

す」 

お 小夜が 最後に こう 云った が、 これ はもつ ともの 

のぞみ 

希望と いうので 小町 はお 小夜が 取る ことにな つた。 



藪 紋太郎 

ちりぢりに 別れた 六 歌仙 は 再び 一 つに はなれな かつ 



「はい 有難う 存じます。 怪我人と て は ございませ ぬが 

…：- J 

ちょうじょう 

「おおそれ なれば 何より 重 畳。 そうして 賊は 捕らえ 

ました かな？」 

「いえ」 

と 云った 時、 奥の 方から 専 斎の 声が 聞こえて 来た。 

「どなた かおいで なされた かな？」 

ヌッと 現われた 五十 恰好の 坊主。 これが 主人の 専斎 

で、 奧 医師で 五 百 俵、 役 高 を 加えて 七 百 俵、 若年 寄 直 

轄で法 印の 官を 持って いる。 

「おお これ は 藪 殿で。 ひどい 目に 遭い ましてな。 が、 



画像が 出た。 じっと見 詰めている うちに 紋太郎 の 口 か 

ら 溜息に 似た 感嘆の 声が ふと 洩れた。 

「名画と いう もの は 恐ろしい もの だ。 見れば 見る ほど 

見栄えが する」 

云いながら 静かに 立ち上がり 床の間へ 掛けて 改めて 

見る。 

「旦那 様」 

と 襖 越しに 三 右衛門が 呼ぶ 声が 聞こえて 来た。 「開 

けましても よろし ゆう ございま すかな」 

「うん」 と 云った まま 紋太郎 は 尚 喜 撰に 見入って いる _ 

「おや、 喜 撰 様で ございま すか」 



はいつ て 来た 三 右衛門 も 感心し 膝 を ついて じっと 

なった。 しばらく 室 は 静かで ある。 

「三 右衛」 と 紋太郎 はやが て 云った。 「何ん と 立派な 

もので はない かな」 

云われて 三 右衛門 は 頭 を 下げた が、 

「立派な もの で) J ざ います。 …… と， J ろが 喜 撰と 申し 

ますお 方 は、 どういうお 方で ございま しょうか」 

「世捨て人 だよ。 宇治山の な」 

「はは あ、 さようで ございま すかな」 

r 嵯峨 天皇 弘仁 年間 山城の 宇治に 住んで いた 僧 だ。 

I.: ちまな 

橘 奈良 丸の 子と も 云われ 紀ノ名 虎の子と も 云われ 素 



しぶう ちわ むきだし は 

渋 団扇 を 持って いる。 脛から 下 は 露出で 足に 穿いた の 

ひやめし ぞうり つ け 

は 冷 飯 草履。 …… この 風 態で 尾行ら れ たので は 紋太郎 

渋面 をつ くる 箬だ。 破れた 三 度 笠 を 背中 に 背負 い 胸に 

がね まじない 

叩き 鉦 を 掛けて いるの は 何ん の 呪禁 だか 知らな い けれ 

ど 益 M 仁 態 を 凄く 見せる。 それで 時々 二 タリと 笑う。 

いかさま これで は 魘されよう もしれ ぬ。 

「こい つ どうぞして マキたい もの だ」 

紋太郎 は 心中 思案しながら 知らない 振り をして 歩い 

て 行く。 

大正の 今日 東京 市中で、 社会主義者 どもが 刑事 を マ 

ク にも なかなか 手腕が 入る そうで ある。 



「おおお お、 いかにも その 通り じ や」 

「盗まれた 絵 は 小 野 小町 土 佐の 名筆で ございましよう 

がな？」 

「どうも 不思議 だ。 まさに その 通り」 紋太郎 は 思わず 

腕 を 組んだ。 

「同じ 作者の 同じ 名画、 喜 撰 法師の 一 幅 は 現在 旦那 様 

が 持って おられる 害 じ や。 何も 驚かれる こと はない。 

布呂敷 包みの 細長い 荷物。 膝の 上の その 荷物。 それが 

喜 撰 様で) /ざいましょう がな。 …… そうして 旦那 様 は 

知行 所 で 、 そ の ご 家宝 の 喜 撰 様 を 金に 代える 気 で 一 J ざ 

りましょう がな」 



けて 来た。 女の 髪が パラパラと 乱れる。 手 を 上げて 搔 

き 除け た その 拍子に ッ ルリと 袖が 腕 を、 u り、 露出した 

ほりもの 

白い 二の 腕 一 杯 桜の 刺青が ほって ある。 

「やっぱり そうだ。 小間使いのお 菊！」 

呻く がよう に 紋太郎 は 云う。 と、 女 は 眼 を、 にらせ 紋 

太 郎の顔 を流瞥 したが、 別に 何ん ともい わなかった。 

とはいえ どうやら 微笑した らしい。 しかし それ も 一 瞬 

の 間で 一 一人 はズ ンズン 行き過ぎた。 そうして 今 は 雀色 

に 暮れた 夕霧の 中へ 消え 込んで しまった。 

「重ね重ね 不思議の ことじ や。 貧乏神に 小間使いのお 

菊！ 腕に 桜の 剌青 があった。 専斎 殿の 言葉 通り じ や。 



いかほど 

「それ はま あ 何より 有難い ことで。 で 何程に 売れ まし 

たかな？」 

「何も 俺 は売リ はせ ぬ」 

「何 を マ アマ ァ おっしゃい ますこと やら。 知行 所の 

L こぶね 

総括 嘉 右衛門へ 値 をよ く 売る の だとお つ しゃ つて、 ご 

秘蔵の 喜 撰 様 を 箱な が らお 持ちに な つたで は) /ざ リま 

せぬ か」 三 右衛門 は 顔 を 顰めながら さも 不安そう に 云 

うのであった。 

「ああなる ほど 喜 撰の ことか。 喜 撰の 軸なら 紛失した 

よ」 

「え、 ご 紛失な されました とな？」 



が 素通りしたら 何ん とする。 アツ ハツ ハツ ハツ 涙 を 拭 

け」 

二 尺八 寸の吹 矢筒 

「何が めでとう) J ざり ましょう ぞ」 

三 右衛門 は 涙の 眼 を 抑え、 

「米屋 薪屋醬 油屋へ 何ん と^ 解した もの か。 ああ ああ 

これ は 困った ことにな つた。 それ だのに マ アマ ァ 旦那 

様 は 首尾 はよ いの 上々 吉 だのと。 これが 何ん のめで た 



ながら も、 今 は 褒めて いる 場合で ない。 重い 溜息 を 吐 

くば かりであった。 

「二 尺八 寸の 短筒ながら この 素晴らしい 威力 はどう 

だ！ 携帯に 便、 外見 は 上品、 有難い 獲物 を 手に入れ 

たぞ」 

「米屋 薪屋 醬油屋 へ 何ん と^ 解した ものであろう」 

「三 右衛、 何が 不足な のじ や？」 

「何も 不足 は ござ リ ませぬ が。 …… 金の ない のが 心配 

で) ，- ざ リま す」 

「金 か、 金なら ここに ある」 

紋太郎 は 懐中へ 手 を 入れる とス ルリと 胴 巻 を 抜き出 



られ もしないで、 知行 所へ 行って 見る とどう した 風の 

吹き 廻し か、 いつも は 渋る 嘉 右衛門が 二つ 返辞で 承知 

をして くれ、 いい 出した 倍の 二百 両 という もの 融通 を 

して くれたで はない か。 その上での いい 草が いい。 I 

I 今年 は ご 出世なさい ますよ とな。 …… で、 俺が 何故 

と 訊いて 見る と、 何故 だか それ は 解り ませぬ と、 こう 

いって 澄まして いるで はない か。 …… 三右衛 安心 をす 

るが いい ぞ。 どうやら 貧乏の 俺の 家 もこれ から 運に 向 

かう らしい。 貧乏神め もそう いったからの」 

こうして 春 去り 夏が 来た。 その 夏 も 逝って 秋と なつ 



た。 

小鳥 狩りの 季節と なった ので ある。 

ちょっと 来 かかった 福の 神 も 何 かで 機嫌 を 害した と 

見え、 あの 時 以来 紋太郎 の 家へ はこれ という 好運 も 向 

いて 来なかった ので、 依然た る 貧乏 世帯。 しかし あの 

時の 二百 両で 諸方の 借金 を 払った ので どこから もガミ 

< らし 

ガミ 催促に は 来ない。 それで 昨今の 生活 振り は 案外 

のんき 

暢気と いう もので あ つ た。 

「おい 三右衛 困った な。 ちっとも 好運が やって来ない 

じ やない か」 

時々 紋太郎 が こんな こと を 云う と 却つ て 用人 三右衛 



こういいながら 笠 を 傾け、 日没 余光 燦然と 輝く 西の 

空 を 眺め やった。 

「不思議の 音に ) J ざり ます」 

こう 合槌を 打った の は 寵臣 水 野 美 濃 守であった。 さ 

て 不思議と は 云った ものの 何ん の 音と も 解らない。 し 

かし その 音 は 次第 次第に この 一 行へ 近づいて 来た。 や 

はり 音 は 空から 来る。 

「おお、 鳥 じ や！ 大鳥じ や！」 

家 斉公は 手 を 上げて 空の 一 方 を 指差した。 

キラ キラ 輝く 夕陽 を まとい、 その まとった 夕陽の た 

めに かえって 姿 は 眩 まされて はいるが、 確かに 一羽の 



巨大な 鳥が 空の 一 点に 漂って いる。 

何ん とその 鳥の 大きい ことよ！ それ は荘 子の 物語 

す、, n こ、.' ま う 

にある 垂 天の 大鵬と 云った ところで 大して 誇張で はな 

さそう である。 大鷲 に比べて 二十 倍 はあろう か。 とに 

かく かって 見た ことのない 奇怪な 巨大な 鳥であった。 

グ— ン、 グ ー ン、 グ— ン、 グ ー ン、 かって 一度 も 聞 

いた ことのない 形容 を 絶した 気味の 悪い 声！ そうい 

う 啼き声 を 立 てながら 悠然と 舞って いるので あった。 

家斉公 はま じろ ぎ もせず 大鵬の 姿 を 見詰めて いたが、 

「聞き も 及ばぬ 化 鳥の ありさま。 このまま 見過ごし 置 

くこと ならぬ！ 誰か ある 射って 取れ！」 



「はつ」 とめ 辞え て 進み出た の は 近習 頭 白須賀 源兵衛 

であった。 

「おお そちなら 大丈夫 じ や。 矢 頃 を 計り 射落とす がよ 

ぃぞ」 

「かしこまりまして) /ざり ます」 

しげ ど う 

近習の 捧げる 重 籐の弓 をむ ずと 握って 矢 をつ がえ た 

が、 二 間 余りつ と 進む と、 キリ キリ キリと 引き絞った。 

西 丸 詰めの 侍のう ち、 弓術に かけて はまず 源 兵 衛と人 

も 許し 自分 も 許す その 手練の 引き絞った 弓、 千に 一 つ 

の 失敗 も あるまい と、 供の 一同 声 を 殺し、 矢先に 百の 

眼 を 集めた とたん、 弦音 高く 切って はなした。 その 矢 



「源 兵衛 どうした。 手に 合わぬ か？」 家 斉公は 声 を か 

けた。 

「千年 を 経ました 化 鳥と 見え、 二度ながら 矢 返し 致し 

まして，、 h ざる」 

「おおそう か、 残念 至極。 そちの 弓勢に さえ 合わぬ 怪 

物。 弓で は 駄目 じ や 鷹 を かけい！ 五 羽ながら 一度に 

切って 放せ！」 

「は、 まつ」 

と 五 人の 鷹匠 ども、 タラ タラと 一 列に 並んだ が、 拳 

さ つ 

に 据えた 五 羽の 鷺を屹 と 構えて 空へ 向ける。 さすが は 



して ござる。 いざお 乗りく だされ ますよう」 

「さようで ござる かな、 これ は ご 叮嚀」 

専斎は ボンと 駕籠へ 乗った。 と、 粛々 と 動き出す。 

眠い ところ を 起こされた 上、 快よ く 駕籠が 揺れる ので 

専斎 はすつ かりい い 気持ちに なりう つらう つらと 眠り 

出した。 すると、 急に 駕籠が 止まった。 

「おや」 といって 眼 を 覚ます。 「もう 林 家へ 着いた の 

かな。 それにして はちと 早い が」 

その 時、 バサッ と 音が 駕籠の 上から 来た。 

「何ん の 音 かな？ これ は 変じ や」 

すると 今 S は、 サ ラサ ラ という、 物の 擦れ合う 音が 



「ここへ」 と 云って 膝 を 叩いた。 語音の 様子で は 老人 

であった がスッ ポリ 頭巾 を 冠つ ている ので 顔 を 見る こ 

と は 出来なかった。 鉄 無地の 衣裳に 利 休 茶の 十徳、 

ちいさが たな 

小 刀 を 前半に 帯び 端然と 膝に 手 を 置いて いる。 肉体 

枯れて 骨 立 つ ていたが それが かえ つ て 脱俗して 見え、 

云う に 云われぬ 威厳が あった。 部屋に は 老人 一人し か 

レ.^ レ 

「ここへ」 と 老人 はまた 云った。 で 専斎は 膝で 進む。 

「外科の 道具、 ご 持参 かな？」 その 老人 は 静かに 訊い 

た。 

「はい 一 通り は 持って 参って ござる」 



も、 痩せた 覆面の 老人の 姿 も、 確かに 人間で は あるけ 

れど 人間なら ぬ 不思議な 肌 の 小気味 の 悪 い 患者 のこと 

も、 ほとんど 存在して いなかった。 彼の 心に ある もの 

は、 危険性 を 持った 奇怪な 傷 を どうしたら うまく 癒せ 

るかと いう 医師 的 責任感ば かりで あ つ た。 

こうして 間もなく 消毒 も 終え、 クル クルと 繃帯 を卷 

お 

き 了え ると. 

「これでよ ろしい」 と 静かに いった。 一 熟み さえせ ね 

ば 大丈夫で ござる」 

「熟み さえせ ねば？」 と 不安そう に、 「いかがで ござろ 

う 熟み ましょう かな？」 声 は 不安に 充 ちている。 



「もはや 用事 は ござり ませぬ。 …… 駕籠で お送り 致し 

ましょう。 …… さて 最後に 申し上げ たいは、 今夜の こ 

おんみ 

と ，1 J 他言) j 無用。 も し 口外な さ れる時 は 御身 のた めよ 

くご ざらぬ」 

謝礼と いつ て 贈られた すつ くリ 重い 金 包み を 膝の 上 

へ 置きながら 専斎 はう とうと 睡リ かけた。 

同じ 駕籠に 打ち 乗せられ 同じ 人に 附き 添われ 同じ 夜 

道 を 同じ 夜に 自宅へ 帰つ て 行く ところであった。 

「今夜の こと ご 他 言 無 用。 もし 口外な される 時 は 御身 

いとま 

の ためよく ござらぬ」 と、 いざお 暇と いう 時に 例の 覆 

面の 老人に よ つ て 堅く 口止めされ たこと を 心から 恐ろ 



ける というお 伝達が 出て いるので ございま すよ。 …… 

何ん と 世の中に は 不思議 極まる 大 鳥が ある もので は ご 

ざらぬ かな」 

紋太郎 はこう 云って 専斎を 見た。 いつもなら 喜んで 

くれる 害の その 専 斎が 今日に 限って、 あらぬ ことで も 

考えて いるよう にと ほんと してろ くろく 返辞 さえし な 

ヽ o 
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紋太郎 熟慮 



これ はお かしい と 思った ので、 

r 専斎 先生 どうな されました な？ お 顔の 色が 勝れぬ 

が？」 

「いや」 と専斎 はちよ つと あわて、 「実に 全く この 世の 

中には 不思議な ことが ござり ますな ァ」 

取つ て 付けた ようにこう 云った が、 

「藪 殿、 実はな、 この 私に も 不思議な ことがあ つたの 

で ござる よ」 

「はは あ、 不思議と おっしゃい ますと？」 紋太郎 は 聞 

き 耳 〔# 「聞き耳」 は 底本で は 「聞み 耳 匕 を 立てる。 

「 …… それが どうもい えません て、 口止め をされ てお 



一 つの 恐ろしい 疑問が 湧いた のであった。 

彼 は 自分の 家 へ 帰る と 部屋の 中へ 閉じ籠 もり 何やら 

熱心に 考え出した。 それから 図面 を 調べ 出した。 江戸 

巿 中の 図面で ある。 

それから 彼 は 暇に まかせて 江戸 巿中を 歩き 廻った。 

おんみ 

ムマ夜 のこと > 他言 無 用、 も し 他言な さ れ る 時 は 御身 

の ためよろ しく ござらぬ と、 痩せた 老人に 注意され た 

の を、 その 翌日 他愛なく 破り、 一 切 紋太郎 にぶち まけ 

たので、 その 祟りが 来たので もあろう か、 (いや、 そう 

でもない らしい が) とにかく 専 斎の 身の上に 一 つの 喜 



た。 

その 裏庭に は 屈強の 弟子が 三人まで 固めて いたが、 

薄穢ぃ よぼよぼの 老人が 築山の 裾 をぐ るりと 廻り i 方 

へ チョコ チョコ 走って 来る ので、 不審の 顔 を 見合わせ 

た。 

き や つ 

「まさか 彼奴 じゃある まいね」 佐 伯と 云う のが 囁いた。 

「そうさ、 あいつ じゃある まいよ。 泥棒に しちや 威勢 

が 悪い」 本 田と 云う のが 囁き 返す。 

「しかし」 と 云った の は 山 内と いうので、 「変に 見慣れ 

ない 爺 t じ やない か」 

おやじ 

その 見慣れない 変な 爺はス ー ッ とこの 時 走り 寄つ 



潰した。 

「さよう さよう その 貧乏神 じ や。 …… 何ん とその 後 は 

いかが じ やな？」 

「はい、 近頃 はお 陰 を もって …… 」 

ちょうじょう 

「ふむ ふむ、 景気が よいそう な。 それ は 何より 重 畳 

重畳。 みんな 私のお 陰 じゃぞ よ。 なんとそう では ある 

まい かな。 数 代 つづいて 巣 食って いた 貧乏神が 出て 

行った から じ や」 

「仰せ の 通りに) J ざり ます」 

「で、 私に は 恩がある。 な、 そうで は あるまい かな？」 

「はいはい、 ご 恩が ございます とも」 



玄関先で 怒鳴る のであった。 

「拙者の 邸へ 賊が はいった？ それ は それ は 一大事。 

ようこそお 知らせく だされた。 はてさて 何 を 盗んだ こ 

とやら」 

「そうで は， } J ざらぬ！ そうで は) J ざらぬ！」 

専斎 はいよ いよ 狼狽し、 

「賊の はいった は 愚老の 邸。 盗んだ もの は 六 歌仙の 軸 

…：- 」 

「アツ ハ ハハ」 とそれ を 聞く と 紋太郎 はにわ かに 哄笑 

した。 「専斎 殿、 年甲斐もない、 何 を キヨ トキ ョト 周章 

てな さる。 貴殿の 邸へ はいった 賊を ここへ 探しに 参ら 



は 物凄 じい ものが あった。 文 は 元より 武道に おいても 

小 野ニ郎 右衛門の 門下と して 小 野 派 一 刀 流で は 免許で 

はない が 上 目録まで 取った 腕前、 体に 五分の 隙 もない。 

ほうほう て 、J 

魂 を 奪われた 専 斎が 家人 を 引き連れ 呆々 の 態で、 自 

分の 邸へ 引き上げ たの は、 まさに もっともの 事で ある 

がその 後ろ姿 を 見送る と、 さすがに 気の毒に 思った か、 

ニヤ リ紋 太郎は 苦笑した。 

「これ は少々 嚇 しすぎた かな。 いやいや 時には やった 

方が いい。 陽 明 学の 活法じ や」 

…… で、 ク ルリと 身 を 飜 し 自分の 部屋へ はいって 

行った。 



えていた がに わかに ボンと 膝 を 打った。 

「聞いた 名 だと 思った が 写山楼 なら 知っている」 

「へえ、 旦那 様 は ご存知で？」 

ぶんちょう 

r 文晁 先生のお 邸であろう？」 

「へえへ え、 さようで ござり ますよ」 

しょうそ うむに 

「※叟 無二 〔# 「睫」 の 「目」 に 代えて 「虫」、 80-14〕、 画 

学 斎、 いろいろの 雅号 を 持って おられる が、 画 房 は 写 

山楼と 名付けられた 害 だ。 …… ふうむ、 さよう か、 写 

山楼 で、 さような 大 普請 をな された かな。 …… えつと、 

ところで、 その 写山楼 に、 痩せた 気味の 悪い 老人が 一 

人 住んで はいない かな？」 



「さあ そいつ は 解ら ねえ。 何しろ あそこのお 邸へ は、 

種々 雑多な 人間が のべつ にお 出入りす るので ね」 —— - 

職人 だけに 物の いい 方が、 飾り気が なく ぞんざい であ 

る。 

「おお、 そうであろう そうであろう。 これ は 聞く 方が 

悪かった。 …… 文晁 先生 は 当代の 巨匠、 先生の 一 顧 を 

受けようと、 あらゆる 階級の 人間が 伺 向 するとい うこ 

とだ」 

「へえへ え 旦那のお つ しゃる 通り いろい ろの 人が 参詣 

リ やん こ あきんど おかみ 

します。 武士 も 行く し 商人 も 行く し、 茶屋の 女将 や 

すもうとり やくしゃ 

力士 や 俳優なん かも 参ります よ。 ええと それから 



ャット —の 先生。 …… 」 

「何 だ それ は？ ャッ 1^ -— と は？」 

「剣術 使いで ございま すよ」 

「剣術 使いが ャット —か、 なるほど これ は 面白い な」 

「ャッ ト—、 ャッ ト—、 お 面お 胴。 こういって 撲 りつ 

こ をし ますから ね」 

「それが すなわち 剣術の 稽古 だ」 

「それじゃ 旦那 もお やりです かね？」 

「俺 もやる。 なかなか 強い ぞ」 

「えへ へへ、 どうです かね」 

「こいつが こいつが 悪い 奴 だ。 笑う という ことがある 



も 大名の 下 邸の ような 宏荘な 建物が 立 つていた。 

これ ぞ すなわち 写山楼 である。 

「うむ、 ずいぶん 宏大な もの だな」 

ち. i: J 

紋太郎 は そこで 立ち止まり そ つと 四辺 を 見廻した。 

別に 悪事 をす るので はない が 由来 冒険と いう もの は ど 

うやら 悪事と は 親戚と 見え 同じような 不安の 心持ち を 

当人の 心へ 起こさせる もの だ。 

「さて これから どうした もの だ 9 まず ともかく 

まわ リ 

ももう 少し 写山楼 へ 接近して 周囲の 様子から 探る ， J と 

にしよう」 

—— で、 紋太郎 は 歩き 出した。 



ぞ」 

紋太郎 いささか 胆を 潰し 表門の 方 へ 引つ 返した。 

「待て！」 

と 突然 呼ぶ 声が した。 闇の 中から キラ リと 一 筋 光の 

棒が 走り出た が 紋太郎 の 体 を 照らした ものである。 そ 

の 光が 一 瞬で 消える と 黒い 闇 を さらに 黒めて 一 人の 武 

士が 現われた。 宗十郎 頭巾に 龕燈 提灯、 供の 者が 三 

人 従いて いる。 

と；；：' ま 

グ ルリと 紋太郎 を 囲繞いた が、 

さまよ 

「この 夜陰に 何 用 あ つ てこ こ 辺り を 彷徨われるな？ 

お見受け 致せば お 武家の ご 様子、 藩士 かないし は ご 直 



参 か、 ご 身分 ご 姓名お 宣 りなされ い」 

言葉の 様子が 役人ら しい。 

こいつ はどう も 悪い ことにな つた。 —— こう 紋太郎 

は 思いながら、 

「そういうお 手前 達 は 何人で ござるな？」 

心 を 落ち着けて 訊き返した。 

「南 町奉行 手附 きの 与力、 拙者 は 松 倉 金 右衛門、 ここ 

に いる は 同心で) J ざる」 

「与力 衆に 同心 衆、 はは あさよう で ござる かな。 …… 

拙者 は 旗本 藪紋 太郎、 実は 道に 迷い ましてな」 

「なに 旗本の 藪 紋太郎 殿？ はは ァ」 



「なんの、 あれと て 怪我の 功名で」 

「ええ 誠に 失礼で は ご ざるが 、 貴所 様が 藪 殿に 相違な 

いとい う 何 か 証拠 は) /ざり ませぬ かな？」 

「証拠？」 といって 紋太郎 ははた とば かりに 当惑した 

が、 「おお、 そうそう 吹 矢筒が ござる」 

こういつ て 懐中から 取り出し たの は 常住 座臥 放した 

うし 

ことのない 鳥 差しの 丑から 貰った ところの 二 尺八 寸の 

吹 矢筒であった。 

「はは あこれ が 吹 矢筒で？ いや これ を ご所 持の 上 は 

何ん の 疑が いが ございましよう ぞ」 

こういつ ている 時 一 団の 人数が 粛々 と t 方へ 近寄つ 



「ここにお ります。 …… 拙者 藪 紋太郎 …… 」 

いずみ 

「おお 藪 殿 か。 私 は 和 泉 じ や」 

「おおそれで は 南お 町奉行 筒井 和 泉 守 様 で ，1 /ざり まし 

たか」 

「藪 殿、 道に 迷われた そうで」 

「道に 迷いまして ござります」 

「よい 時 道に 迷われた。 藪 殿、 よい ものが 見られます 

ぞ。 ァハ ハハ」 

と 和 泉 守、 何と 思った か 笑った ものである。 



い で 遊ばす ので) J ざり ましょう」 

「それ か、 それ はちと 秘密 じ や」 

和 泉 守 は 笑ったら しい。 「見られい。 またも 参られ 

るよう じ や」 

はたして 遙 かの 闇の 中に 二三 点の 灯が まばたい たが 

だんだん こっちへ 近寄って 来る。 やはり 同じような 同 

勢であった。 真ん中に 駕籠 を 囲んで いる。 門まで 行く 

と 門が 開き 忽ち 中へ 吸い込まれた。 

「犬 山 三 万 五千石 成 瀬 殿の ご 同勢 じ や」 

和 泉 守 は 囁いた。 それから 追つ かけて こういった。 

まち ひめぎみ こし い 

「大御所 様 二十 番目の 姫満 千姫 君のお 輿入れに ついて 



たので ある。 それと 同時に 物の 蔭から むらむらと 〔# 

「むらむらと」 は 底本で は 「ら むらと 匕 人影が 現われた が、 

人数お よそ 百 人 余り、 悉く 与力と 同心であった。 

「藪 氏」 

と 和 泉 守 は 声をかけた。 「おさらば で ござる。 いず 

れ 殿中で …… 」 

「は」 

といった が 紋太郎 はどうい つ てよ いか まごついた。 

「あまり 道な ど 迷われぬ がよ い。 アツ ハハハ お帰りな 

され」 

いい 捨て 部下 を 引き連れ ると 町の 方へ 引き上げて 



行った。 

後 を 見送 つ た 紋太郎 はいよ いよ 益 M とほん として 

ぼんやり 

茫然せ ざる を 得な か つ た。 

「これ はこれ は 何とい ぅ晚 だ！ これ はこれ は 何とい 

うこと だ！」 

つづけさ まに 眩いた が、 何ん の 誇張 もな さそう であ 

る。 

力 目 川 楚 目 と M 



白 一 色の 銀世界で 今 出た ばかりの 朝の 陽が 桃色に 雪 を 

す 力す 力 -,? せ^" 

染める の も 冬の 清々 しい 景色と して 何とも 云えず 風情 

が ある。 

吾妻橋 を 渡り 浅 草へ 抜け、 雷 門 を 右に 睨み、 上野へ 

出て やがて 本郷、 写山楼 まで 来た 時にはもう 昼 近く 

なって いた。 

「おや」 と 云って 紋太郎 は 思わず 足 を 止 どめた もので 

ある。 

今、 写 山 楼の門 をく ぐリ 駕籠が 一 挺 現われた。 駕籠 

わき うしろ 

側に 一 一人の 武士が いる。 そうして 駕籠の 背後から はさ 

も 重そう に 荷 を 着けた 二 頭の 馬が 従いて 来る。 遠い 旅 



へ でも 出る らしい。 

「これ はお かしい」 

と 云いながら 過ぎ行く 駕籠と 馬の 後 を じ つ と 紋太郎 

は 見送った が、 ハイカラ にいえば 六感の 作用、 言葉 を 

変えれば いわゆる 直覚で、 その 奇妙な 一 行が 紋太郎 に 

は 気になった。 

r …… 邸 を 見張ろう か？ 駕籠 を 尾行よう か？ どう 

もこ いつは 困った ぞ。 …… えい 思い切って 駕籠 を 尾行 

て やれ！」 

彼 はよう やく 決心し、 駕籠の 後 を 追つ かけた。 

日本 橋から 東海道 を、 品 川、 川 崎、 神奈 川と 駕籠と 



ふきち よう 

「ああ、 あつたと も、 葺 町の 方へ ね」 

「そり や 結構 じ や ございま せんか」 

「云う まで もな く 結構 だが、 さあ 出し物 を どうした も 

のか」 

「で、 お好み は ございません ので？」 

「そうそう 一 つあった つけ、 紋 切り 形で ね 『鏡 山』 さ」 

「ナ— ル、 こいつ は 動かね え。 .：：• ところで、 ええと 

後 は？」 

おおまか 

「こっちで 随意に 選ぶ ようにと ばかに 寛大な お 達し だ 

そうで」 

「へえ、 さようで ございま すかな。 かえって どうも 



しょうか？」 

「私 も それ を 案じて いる」 

「私 も それが 心配です」 

「といって 私 は 是非 出したい。 ：•：• あなた さえ 諾と 

い つ て くれたら」 

「さあ」 

といった が三津 五郎 は応 とも 厭と もい わなかった。 

ここ は 金 龍 山 瓦 町で、 障子 を 開ける と 縁側 越しに 隅 

田 川が 流れて いる。 

ぼか ぼか 暖かい 小 六月、 十二月 十二 日と は 思われな 

ヽ o 
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やまと や 

「今日」 と 団十郎 はいい 出した。 「瓦 町の 三津 五郎で 

ちょ つ とお 前の 噂が 出た …… 聞けば あそこの 三 津太郎 

どん、 行方 を 眩ました という こと だが、 お前と は 昔 か 

おみき ど つくり 

ら 御酒 徳利、 泣く にも 笑う にも 一緒だった が、 どこへ 

行った か 知らね え かな？」 

じっと 様子 を 窺った。 

「へえ、 一 向 存じません」 

「おおそう か、 知らね えんだ な。 知らね えと あれば 仕 

方 もね えが、 他に もう 一 つ 訊く ことがある。 …… この 

行李 だ！ 知っていよう な？」 

• > た 

膝の 上の 行李 を 取り上げ ると ボンと 蓋 を 取った もの 



だ。 

「へえ」 といって 小 次郎は チラ リ とその 行李 を 眺めた 

が、 「見た ことの ある 行李で ございます」 

「見た ことがある つて？ あたりめ えよ！ こいつ ァ 

お前の 行李 じ やねえ か」 

団十郎 は 冷やかに、 

む つき 

「十九 年 前の 春の こと、 空っ風の 吹く 正月の 朝、 す こ 

し 心願が あつたので 供 も 連れず 起き抜けに 観音様まで 

参詣す ると、 大きな <が 孫 樹の樹 の 蔭で 赤 児が ピ ー ピ— 

泣いて いる、 この 寒空に 捨て子 だな、 邪見の 親 も ある 

もの だと、 そ ぞろ隨 隠の 心 を 起こし 抱き上げて 見れば 



抜けて は 気が 悪かろう。 まあ 万事 は その後 だ。 …… 部 

屋へ 帰って 考える がいい」 

「おい 待ちね え！」 

と 団十郎 は、 行き かかる 小 次郎を 呼び止めた。 

「少し は アタリが ついた のかい £:」 

「え？」 

といって 振り返る ところ を、 団十郎 は 押つ 冠せ、 

「六 歌仙よ、 揃った かな？」 

「それじゃ 親方！ お前さん も …… 」 

「王朝 時代の 大 泥棒、 明 神太郎 から 今日まで、 二百 人 

に 及ぶ 泥棒の 系図、 それから 不思議な 暗号文 字 —— 



しこ も 人の 波、 広い 見物 席 は 爪 を 立てる ほどの 隙 もな 

かった。 

ヒュ— ッ とはいる 下座の 笛、 ドン ドンと 打ち込む 太 

じょうじょう ね 

鼓 つづみ、 嫋 々 と 咽ぶ 三弦の 音、 まず 音楽で 魅せら 

れる。 

かがみ やま かたきやく にくて い 

真っ先に 開いた は 「鏡 山」 で、 敵役 岩 藤の 憎 態で、 

尾 上の 寂しい 美し さや、 甲斐甲斐し いお 初の 振る舞い 

に、 あるいは 怒り あるいは 泣き あるいは 両手に 汗 を 握 

リ、 二番目 も 済んで 中幕と なり、 巿川流 荒事の 根元 

しばら < 

「 暫 」 の 幕の あいた 頃に は、 見物の 眼 は ボッと 霞み、 

身 も 心 も 上気して、 溜 息をさえ 吐く 者が あった。 



グロテスク べにく ま 

団十 郎の定 光が、 あの 怪奇な 紅隈と 同じ 怪奇の 扮 

な 力. f- の 

装で、 長刀 佩いて ヌ タク リ 出で、 さて 大見得 を 切った 

後、 

ほくて き けんこん 

「東夷 南蛮 北 狄西戎 西 夷 八荒 天地 乾坤の その 間にある 

べき 人の 知ら ざらん や、 三千 余 里 も 遠から ぬ、 物に 懼 

じざる 荒 若衆 …… 」 

と 例の 連詞を 述べた 時には、 ヮッと 上がる 歓呼の 声 

で、 来て はならない 守 殿の 者まで 自分の 持ち場 を 打ち 

捨てて 見に 来る という ありさまで あつたが、 この 時 裏 

の 楽屋から 美しい 腰元に 扮 装した 若い 役者が 楽屋 を 抜 

け 西 丸の 奥へ 忍び込ん だの を 誰 一 人と して 知った 者 は 



「ごめん 遊ばせ」 

と 声を掛け ス ルリ 擦り抜けて 行， J うとした。 

「あいやし ばらく」 

1 つし ろ 

と 背後から その 老 武士が 声を掛けた。 

「どなたで ござるな？ どこへ おいでになる？」 

わたくし あきしのの つぼね 

「はい 妾 はお 霜と 申し、 秋篠 局の 新参のお 末、 怪 

しい もので は ございませぬ」 

「新参のお 末、 おおさよ うか。 道理で 顔 を 知らぬ と 

思った。 で、 どちらまで 参られるな？」 

ゥまね 

「はい、 お 局まで 参ります」 

「秋篠 様のお 局へ な？」 



「はい、 さようで ございます」 

「それにして は 道が 違う」 

「おや さようで ございまし たか。 広い 広い ご殿で は あ 

り、 新参者の 悲し さに さて は 道 を 間違えた かしら」 

「おおお お 道 は 大間違い、 秋篠 様のお 局 は 今 来た 廊下 

を 引き返し、 七つ 目の 廊下 を 左へ 曲がり、 また 廊下 を 

右へ 廻る と 宏大 もない お 部屋が ある。 それが お前の ご 

主人のお 部屋 だ」 

「これ は 有難う 存じました。 どれ それで は 急いで 参り 

…：- J 

「おお 急いで 参る がよ い。 …… ところで 芝居 は どの辺 



だな？」 

「ただ今 中幕が 開いた ばかり、 団十 郎の定 光が 連詞を 

語って おります る。 早う おいでな さり ませ」 いい 捨て 

む き 

ク ルリと 方向 を 変えた。 

「様子 を 見り や あお 留守居 役 か、 いい加減 年 をして い 

るのに、 男 か 女 かこの 俺の 見分けが 付かね えと は 甘え 

奴 さ … … 秋篠 というお 局が 満千 姫様の) J 生母で そこの 

お 部屋に 何から 何までお 輿入れ 道具が 置いて あるそう 

な。 信輔 筆の 六 歌仙、 在 原 業 平 も そこに ある 害 だ… 

…五つ 六つ これで 七つ。 よし、 この 廊下 を 曲が るんだ 



「そのご 主人のお 姓名 は？」 

「ュ— ジ ェ ント -ル1\ピ ショット 氏。 阿蘭陀より 参つ 

た大 画家 じ や」 

「どちらよりの お帰りで ござりましょう？」 

きごう 

「江戸 将軍家より 招かれて 百鬼夜行の 大 油絵 を 揮毫す 

るた め 上京し、 只今よう やく 帰られた ところ」 

「二 頭の 馬に 積まれた は？」 

r ビ ショット 氏 発明の 飛行機 じ や」 

「は、 飛行機と 仰せられる は？」 

おおと リ 

「大鵬 の 形に なぞらえた 空飛ぶ 大きな 機械で ある。 十 

三 世紀の 伊太利 亜に レオナルド • ダ • ビンチと 名 を 呼 



そこ を 二人の 若者が 鍬で セッセ と 掘って いる。 

掘っても 掘っても 何ん にも 出ない。 

一 一人 は 顔 を 見合わせた。 

「どうもお かしい」 

といった の は、 他なら ぬ 坂 東 三 津太郎 である。 

「ほんと にこい つ 変梃 だ」 こういつ たの は 小次郎 であ 

？。 

「もう 一 度お 眼 を 洗 おうぜ」 

「よかろう」 

というと、 二人 一緒に、 ドンと そこへ 胡 坐 を かいた _ 

二人の 前に は 六 歌仙が、 在 原 業 平、 僧正 遍昭、 喜 撰 



法師、 大友黒 主、 文屋 康秀、 小 野 小町、 こういう 順序 

に 置いて あつたが 信輔筆 の 名筆 もズ クズク に 水に 濡れ 

ている。 

「六つ 揃わば 眼 を 洗え。 —— さあさあ 水 を かける がい 

い」 

「承 わる」 

と 小次郎 は、 傍の 土瓶 を 取り上げた。 

六 歌仙の 眼へ 水 を 注ぐ。 と、 不思議に も 朦朧と 各， A 

の 絵の 右の 眼へ 一 つず つ 文字が 現われた。 

業 平の 眼へ は 「宝」 の 字が、 遍昭の 眼へ は 「隆」 の 

字が、 喜 撰の 眼へ は 「寺」 の 字が、 黒 主の 眼へ は 「西」 



「一 つ 二つ ：•：. 五つ 六つ、 六つ も 掛け物 落って る だ あ 

よ」 

「何ん て穢 ねえ 掛け物 だ あ。 踏みに じられ てよ 泥 まみ 

れ になって よ」 

「火に くべ るが いいだ あ、 火に くべ るが いいだ あ」 

信輔 筆の 六 歌仙 は 間もなく 火の 中へ くべ られ た。 

濛々 と 上がる 白い 煙り。 忽ち 焰は メラ メラと 六 歌仙 

を 包んで 燃え上が つたが、 火勢に 炙られた ためで も あ 

ろうか、 六 歌仙 六 人の 左の 眼へ、 一字ず つ 文字が 現わ 

れた。 

「や あ 眼の 中へ 字が 出た だよ。 誰か 早く 読んで 見ろ や 



逢われる に 相違ない。 それ は 拙者が 保証す る」 

作 右衛門 はこう 云つ て 腰 を 上げよう とした。 

, J こ は 長 崎 海岸通り 大通詞 丸 山 作 右衛門の 善美 を尽 

くした 応接間で あるが ここ を 紋太郎 が 訪問した の は、 

作 右衛門と 初めて 逢った 日から 約 五日 ほど 経って から 

であった。 

その 間 紋太郎 はどうして いたかと いうに、 例のう ま 

くもない 謡 をうたい ただ 宛 もな く 長 崎 巿中を 歩き 

廻って いたのであった。 そうして いよいよ 窮 した あげ 

く、 ふと 作 右衛門の こと を 思い出し、 親切そう な 風貌 

と 手 頼り あり 気だった 言葉つ きと を 唯 一 の 頼みに して、 



「あつ！」 

と 紋太郎 が 声に 出し 嘆息した の は 当然で もあろう か。 

「こっちへ」 

と 云って ビ ショット 氏 は 二人 を 大広間へ 導いた。 眼 

を 驚かす 世界の 名画！ それが 無数に かかげられて あ 

る。 

快よ い 日光。 …… 南国の 日光。 …… その 早春の 南国 

の 陽が 窓から 仄かに 射し 込んで いる。 

一 つの 額 を 指差した。 

「ダ . ビンチの 名画 基督の 半身！」 

ビ ショット 氏 は 微笑した。 
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